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 局 別 審 査 

 

１ 坂 井   太 委員（自民党）

 

１ 緊急経済対策・中小企業金融について 

（１）国の緊急総合対策を受けての本市の２０年度の金融支援の取組について伺い

たい。 

（２）緊急保証の認定企業数と融資実績の状況について伺いたい。 

（３）緊急保証の融資状況に関する見解について伺いたい。 

（４）金融機関に対し融資促進の要請をすべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

２ 緊急雇用対策について 

（１）最近の雇用情勢についてどのように認識しているのか。 

（２）ふるさと雇用再生特別交付金事業と緊急雇用創出事業は本市ではどのような

考え方で取りまとめているのか。 

（３）事業実施によりどのような効果が期待できるのか。 

（４）経済観光局ではどのような事業に取り組むのか。 

 

３ 商店街経営実態調査事業について 

（１）これからの商店街支援の考え方について伺いたい。 

（２）商店街経営実態調査事業で抽出すべきと考えている課題について伺いたい。 

 

４ 海外プロモーション事業と横浜フィルムコミッションについて 

（１）海外プロモーション事業の２０年度事業内容について伺いたい。 

（２）海外プロモーション事業の２１年度取組内容について伺いたい。 

（３）フィルムコミッションの支援内容について伺いたい。 

（４）２０年度の支援件数と最近の主な作品について伺いたい。 
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５ 横浜マリンタワーについて 

（１）これまでのマリンタワー再生事業の取組をどのように評価しているのか。 

（２）２１年度予算でどのようなことを実施するのか。 

（３）集客の工夫など今後どのような取組を考えているのか。 
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２ 関   勝 則 委員（自民党）

 

１ 開港１５０周年の盛り上げに向けた取組について 

（１）マザーポートエリアでの集客イベント支援のねらいについて伺いたい。 

（２）マザーポートエリアでの集客イベント支援の内容について伺いたい。 

（３）身近な地域の商店街における開港１５０周年の賑わいづくりに向けた支援に

ついて伺いたい。 

（４）開港１５０周年記念事業を今後の観光交流施策にどのようにいかしていくの

か。 

 

２ 上海万博への出展について 

（１）上海万博に本市が出展する目的について伺いたい。 

（２）日本産業館の概要、出展に至った経緯と理由、具体的な出展内容について伺

いたい。 
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３ 市 野 太 郎 委員（民主党）

 

１ 緊急経済対策について 

（１）２１年度はどのような点を重視し緊急経済対策に取り組んでいくのか。 

（２）緊急経済対策としての経営相談・診断 

  ア 最近の市内企業の倒産件数、金額、その特徴について伺いたい。 

  イ ２１年度の経営相談や診断について、本市はどのような取組を行っていく

のか。 

  ウ 再挑戦支援事業の特徴的な取組はどのようなものか。 

  エ ２１年度は再挑戦支援事業の成果を踏まえて市内企業の経営安定をどのよ

うに支援していくのか。 

（３）就労支援 

ア 最近の景気悪化を受け市内の求職者数はどのように推移しているのか。 

イ 正規雇用の創出に向けどのような取組を行い安定的な就労を支援していこ

うと考えているのか。 

（４）横浜型知的財産戦略事業 

  ア これまでの横浜価値組企業の認定状況について伺いたい。 

  イ 価値組ステップアップモデル事業のねらいについて伺いたい。 

  ウ 価値組ステップアップモデル事業の進め方について伺いたい。 

  エ 広域知財活用事業展開支援事業のねらいについて伺いたい。 

 

２ 企業立地促進条例による助成事業について 

（１）助成事業費が２０年度予算に比べて増額している理由について伺いたい。 

（２）これまでの認定事業計画によって業務系、工業系の地域において、どのよう

な特徴が見られるようになったのか。 

（３）みなとみらい２１地区での条例認定事業の特徴について伺いたい。 

（４）改正条例を活用して今後どのように企業誘致を進めていくのか。 
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３ 観光バリアフリー施策について 

（１）本市における観光バリアフリーの取組みの現状について伺いたい。 

（２）新たな集客の観点として観光バリアフリーに積極的に取り組むべきと考える

が、見解を伺いたい。 

 

４ 市場の活性化について 

（１）中央卸売市場の課題についてどのように認識しているのか。 

（２）課題に対し、当面どのように取り組んでいくのか。 

（３）市場のＰＲを含めた活性化策について今後のどのように取り組んでいくのか。 

（４）築地市場の豊洲への新設移転計画が横浜に与える影響についてどのように考

えているのか。 

（５）魅力ある市場として市民に開かれた市場を実現するためにどのようなことが

必要か。 

（要望）市場の整備統合に向けては何よりも市民へ安全・安心な生鮮食材を提供し

続けることができるよう、立派な市場をつくっていただきたいことを要望しま

す。 

 

５ 消費生活総合センターについて 

（１）消費生活総合センターに求められる役割や重要性について、どのように認識

しているのか。 

（２）消費生活総合センターにおける相談状況と最近の傾向はどのようになってい

るのか。 

（３）相談員の相談技術や知識の向上ついて、これまでどのように取り組んできた

のか 

（４）２１年度はどのように消費生活総合センターの強化に取り組んでいくのか。 

（５）消費生活総合センターの拡充方針は３年間の一過性の対応ではなく、その後

も継続すべきであると考えるが、見解を伺いたい。 

（要望）今後も市民の安定を図っていくために、消費生活総合センターの機能の充

実・強化に取り組んでいただきますよう要望します。 
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４ 山 崎   誠 委員（民ヨコ）

 

１ 横浜版ＳＢＩＲについて 

（１）横浜版ＳＢＩＲの２０年度の取組状況およびその評価について伺いたい。 

（２）企業にテーマを知らせるための取組内容について伺いたい。 

（３）企業提案型ＳＢＩＲの応募数が下がっている理由について、どのように考え

ているのか。 

（４）行政と民間企業のコミュニケーションの場となるようなホームページ等の構

築はできないか、見解を伺いたい。 

（５）緊急経済対策として、より積極的な支援を行うことはできないのか、見解を

伺いたい。 

（６）２１年度の横浜版ＳＢＩＲをどのように推進していくのか。 

（７）横浜版ＳＢＩＲを共創推進事業本部との連携により、ソフト開発やビジネス

モデルといった領域に展開し発展させることができないか、見解を伺いたい。 

 

２ 商店街の活性化について 

（１）２０年度の商店街活性化施策の実績について伺いたい。 

（２）これまで商店街の活性化に成功した事例とその要因をどのように考えている

のか。 

（３）成功した事例を他の商店街に波及させ、商店街のやる気を引き出すための取

組について伺いたい。 

（４）商店街活性化へ向けて区や地域と連携した取組内容はどのようになっている

のか。 

（５）横浜のまちづくりと連動させた商店街活性化の取組について伺いたい。 

 

３ 横浜型地域貢献企業支援事業について 

（１）横浜型地域貢献企業支援事業を創設した目的と背景について伺いたい。 

（２）２０年度までの応募状況や認定見込みについて伺いたい。 
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（３）２１年度の認定企業への支援策について伺いたい。 
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５ 伊 藤 大 貴 委員（無所ク）

 

１ ＩＴ・バイオ等新産業振興について 

（１）本市のＩＴ・バイオ集積の特徴についてどのようにとらえているのか。 

（２）本市としてバイオ産業振興を行うことで具体的に何を目指しているのか。 

（３）市内にはどのような分野のＩＴ企業が集積しているのか。 

（４）組込みソフトウエア技術の振興について本市としてどのような施策を実施し

ているのか。 

 

２ 観光産業振興について 

（１）１９年の観光入込客数のうち、宿泊者が約１１％にとどまっている要因につ

いて本市としてどのように分析しているのか。 

（２）今後、宿泊客数の割合を増やしていくのか、日帰りを前提として日帰りの観

光客の単価を上げていくことを目指していくのか、本市としての方向性につい

て伺いたい。 

（３）観光入込客数５千万人を達成するために具体的にどのような取組を考えてい

るのか。 

（４）観光客の動向について最新の詳細データを把握すべきと考えるが見解を伺い

たい。 
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６ 白 井 正 子 委員（共産党）

 

１ 解雇・雇い止めによる市内失業者数の把握について 

（１）市内における派遣社員・契約社員など非正規労働者の雇い止めや中途解約に

よる失業者の把握はどこまで行っているのか。 

（２）３月末までに全国では製造業だけでも４０万人の非正規労働者が失職すると

いわれているが、本市では市内の失業者の予測も行っていないのか。 

（要望）失業者に対し緊急の支援が求められるが、より適切な施策を展開するため

にも是非本市でも実態調査を行うことを求めます。 

 

２ 緊急雇用対策の実施について 

（１）２１年度の緊急雇用対策の取組はどのような内容なのか。 

（２）事業を民間事業者に委託すると聞いているが、確実に失業者が仕事に結びつ

く仕組みとなっているのか。 

（要望）民間事業者任せにするのではなく、確実に雇用されたのかどうかの確認を

とることを要望します。 

（３）事業によって雇用された方が次の安定した職業に就くための支援はどのよう

になっているのか。 

 

３ 失業者の再就職支援について 

（１）２月２５日に開催した緊急合同就職面接会 

  ア 緊急合同就職面接会の開催状況について伺いたい。 

  イ 緊急合同就職面接会の開催状況をどのように評価したのか。 

  ウ ２１年度の面接会の開催予定はどのようになっているのか。 

（要望）雇用状況の悪化が予測されるので、開催回数を増やすなどタイミングを計

って実施することを要望します。 
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（２）ジョブマッチングよこはま 

ア 「ジョブマッチングよこはま」と「ハローワーク」との違いや特徴はどの

ようなところなのか。 

イ 事業実績はどのように評価しているのか。 

  ウ 「ジョブマッチングよこはま」の２１年度予算が拡充されているがどのよ

うな拡充内容なのか。 

（３）職能開発訓練について 

  ア ２１年度の求職者等を対象にした就労訓練は、どのような講座が予定され

ているのか。 

（要望）緊急のつなぎの職に就けるよう、また、次の段階の安定した職に就けるよ

うに、就職紹介や職業訓練など事業の拡充や雇用施策の拡充を要望します。 
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７ 加 藤 広 人 委員（公明党）

 

１ 最近の経済情勢を踏まえた取り組みについて 

（１） 厳しさを増す経済情勢に対して、局としてのどのように取り組んでいくのか。 

（２）局では定額給付金をどのようにして市内消費に結びつけていくのか。 

 

２ 少子高齢化時代における商店街を地域の核としたまちづくりについて 

（１）少子高齢化時代に対応した商店街づくりとその支援策について伺いたい。 

（２）２１年度新規事業で「人口減少等を踏まえた郊外部のまちづくり検討調査」

をまちづくり調整局と都市整備局が共管で行う予定となっているが、商店街も

大切な構成要素としてその視点に入れるべきと考えるが、見解を伺いたい。 

 

３ 商店街における定額給付金の活用策について 

（１）定額給付を契機とした市内商店街での消費喚起 

  ア 市内商店街が統一的に行う販売促進イベントの概要について伺いたい。 

  イ 「横浜開港１５０円商店街」の効果について伺いたい。 

  ウ 「横浜開港１５０円商店街」の市民への周知方法について伺いたい。 

（２）地域活力向上に向けた他局連携 

  ア 「ハマハグ」や「濱ともカード」の効果的な推進に向けた取組状況と今後

の考え方について伺いたい。 

  イ 商店街事業計画策定に向けた支援制度について伺いたい。 

（３）商店街経営実態調査事業 

ア 調査の目的と概要、これまで行ってきた調査との違いについて伺いたい。 

イ 調査結果はどのように活用していくのか。 

ウ 商店街経営実態調査の項目に「ハマハグ」、「濱ともカード」事業に関する

項目を加えることが良いと考えるが、見解を伺いたい。 
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４ 中小企業の金融支援等について 

（１）２１年度予算における金融支援の考え方について伺いたい。 

（２）緊急借換支援資金に保証料助成を入れたことでどのような効果があったのか。 

（３）融資申込からの標準的な審査期間はどのくらいになっているのか。 

（４）本市が行っている金融機関に対する融資促進の取組について伺いたい。 

（５）横浜型債券市場が創設された１６年度から１９年度までの実績と２０年度の

実績見込について伺いたい。 

（６）横浜型債券市場は２１年度はどのように取り組んでいくのか。 

（要望）中小企業の金融支援は万全の体制で展開すること、また、今後の状況によ

って更なる金融支援の拡大強化を要望します。 

 

５ 中小企業の温暖化対策の取り組み支援について 

（１）横浜版ＳＢＩＲによる温暖化対策技術開発支援はどのような特色を持った事

業なのか。 

（２）温暖化対策技術開発支援事業ではどのような新技術・新製品の開発が進めら

れているのか。また、横浜型低炭素ものづくり促進事業の具体的な内容につい

て伺いたい。 

 

６ 中小製造業の業務継続計画策定への支援について 

（１）２０年度のよこはまものづくり防災促進事業の取組状況について伺いたい。 

（２）２１年度のよこはまものづくり防災促進事業の取組内容について伺いたい。 

（３）現在の経済情勢を踏まえて、どのように企業の防災対策やＢＣＰ策定を促進

していくのか。 

（４） 事業者の新型インフルエンザ対策についてどのように取り組んでいくのか。 

 

７ 雇用対策について 

（１）内定の取り消しが増加している中、本市としてはどのような取組を行ってい

るのか。 

（２）県と市で重複している就労支援の事業はどのようなものがあるのか。 
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（３） 就労支援の事業が県と市で重複している中でどのような工夫をしているのか。 

（４）「ジョブマッチングよこはま」事業を土曜日や日曜日、さらに夜間に実施する

必要があると考えるが、見解を伺いたい。 

（５）「横浜市雇用創出促進プラン」のこれまでの実績について伺いたい。 

（６）「横浜市雇用創出促進プラン」の目標完遂に向けた考え方について伺いたい。 

 




